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Theranostics とは、百lerapy と Diagnostics からの造語で、「疾病の治療および処置に影響を与える能
力j として、 2000 年にアメリカのヘルスケア企業で、ある PharmaNetics Inc.代表取締役兼最高経営責任






























積極的に用いられている。動物実験では、緑色蛍光タンパク質(Green Fluorescent Protein: GFP)やルシフ
エラーゼなどの遺伝子を用いたイメージング法が使用されるが、波長の特性により、これらの蛍光や
発光分子による深部組織での画像解析は困難である。そのため、臨床における画像診断では、核・磁

















































使用し，細胞実験およびマウス実験から，細胞内に導入される CDDP の分子数， CDDP 導入にとも
なう細胞や組織の分子生物学的な応答性，細胞縮退の定量化，抗腫蕩効果を明らかにしており，本
手法の臨床応用の可能性を示した点で極めて重要な成果である.
第 5 章では，陽電子放出核種 1241 を使用した小動物用半導体 PET(空間分解能: O.8mm) と本手法
を併用し，がん遺伝子治療への応用を検討した. luc 遺伝子およびヒトナトリウムヨードシンポータ
ー遺伝子をマウス前腔骨筋に導入し，その発現を発光イメージング法および小動物用半導体 PET
で評価した. 1241 と小動物用半導体 PET を使用した遺伝子発現の画像解析法は世界初であり，かっ，
本分子導入法が有する Theranostics を明らかにした点で，特筆すべき成果である.
第六章は結論である.
以上，本論文では，微小気泡と超音波による分子導入法の分子導入効率を高め，かつ本手法を固
形腫療の治療および遺伝子治療に応用し本手法の有効性を示した. これらの結果から，本手法が臨
床応用に可能な，新たな Theranostics になり得ることを示したものであり，医工学ならびに核医学
の発展に寄与するところが少なくない.
よって，本論文は博士(医工学)の学位論文として合格と認める.
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